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１．概要（Summary） 
鉄系超伝導体 Sr2VFeAsO3-δ(δ=0.25)は低温で超伝導

のみならず強磁性も発現する。鉄系超伝導体における

強磁性の発現は稀で、その起源に興味が持たれるもの

の、強磁性を担う元素は未だ同定されていない。我々

は Sr2VFeAsO3-δ(δ=0.25)について軟 X 線磁気円二色

性(XMCD)測定を行い、元素選択的に磁気モーメントを

観測することで強磁性元素の同定を試みた。XMCD 強

度の磁場依存性を詳細に調べることで、V が自発磁化

を持つことを示唆する結果が得られた。このことから、

Sr2VFeAsO3-δ(δ=0.25)では V が強磁性を担っている

可能性が高いと言える。 
 
２．実験（目的,方法）（Experimental） 

鉄系超伝導体 Sr2VFeAsO3-δ(δ=0.25)は Tc = 20 K
における超伝導転移に加え TC ～ 200 K で強磁性転移

を起こし、0.01 μB/f.u.ほどの小さな自発磁化を生じる。

鉄系超伝導体における強磁性の発現は稀でその起源に

興味が持たれているが、どの元素が強磁性を担うのか

という基本的な性質が明らかになっていない。本研究

の目的は、軟X線磁気円二色性(XMCD)測定によって、

鉄系超伝導体 Sr2VFeAsO3-δ(δ=0.25)において強磁性

を担う元素を同定することである。 
Sr2VFeAsO3-δ(δ=0.25, Tc = 20 K, TC ～ 200 K)の

単結晶試料の XMCD 測定を行った。XMCD 測定には

SPring8 BL23SU の XMCD 装置を用いた。V の L 吸

収端(510-530 eV)において磁場 H = 0.2 T, 0.5 T, 1 T, 2 
T, 10 T の下で、また Fe の L 吸収端(700-760 eV)にお

いて磁場 H = 1 T, 10 T の下で、XMCD スペクトルの

測定を行った。測定は T = 50 K にて行った。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
図1にV L2,3吸収端とFe L2,3吸収端それぞれのXMCD
スペクトルを示す。両者とも H = 10 T で明瞭な XMCD
スペクトルが得られた。XMCD は磁場の低下に従って

小さくなり、Fe L2,3端 XMCD は H = 1 T ではほとんど

見えなくなる一方で、V L2,3端では H = 0.2 T まで有限

の XMCD が観測された。そこで 513.5-520 eV の V L2,3

端 XMCD の面積を印加磁場に対してプロットしたと

ころ、図 2(a)に示されるように、XMCD 強度が磁場に

対してほぼ比例することがわかった。しかし、低磁場

領域で XMCD が十分強く観測された H = 0.5-2 T の

XMCD 面積を H = 0 T に外挿すると有限の値が残るこ

とから、V は自発磁化を持つことが示唆される。従っ

て、Sr2VFeAsO3-δ(δ=0.25)において観測された強磁性

は V 由来である可能性が高い。 
 
 

図 1 Sr2VFeAsO3-δ(δ=0.25)の XAS 及び XMCD スペクトル。それ

ぞれ(a)V の L2,3吸収端、(b) Fe の L2,3吸収端で測定したもの。 
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図 2 V の L2,3吸収端の XMCD 面積。(a) H = 0-10 T の範囲でのプロ

ット。XMCD 面積は、インセットの影の付いた範囲(513.5-520 eV)で
見積もった。(b) (a)のプロットの H = 0-2.5 T 部分を拡大したもの。点

線は H = 0.5-2 T 部分をフィッティングして得られた直線を H = 0 T
まで外挿したもの。 
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